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木 材 研 究 第32号 (1964)
て,膨潤率,A.E.ならびに吸湿による含水率を測定した｡
2.2 塩化水素吸収量の定量 :それぞれ含水率のことなる試料を1.2で示した方法で処理 し
たものについて定量を行なった｡すなわち試料に吸着されている塩化水素を炭酸ナ トリウムで
固定し,そののち Volhard法で塩素を定量する方法3)をもちいた｡
ヒノキの場合は試片 (D.S.の測定に用いたと同じ大きさ)を細か く切 り,一定量 (1.0-
1.5g)を350mlのエルレンマイヤーフラスコ中で, 10%一炭酸ナ トリウム溶液 25mlとと
もに水浴上 100oCで,1時間加熱した｡ 加熱後ろ過し, 木片を充分水で洗源したのち,ろ液






のろ液はかつ色を室し, 以後のチオシアン酸 カリウム溶液による硝酸銀 の滴定の終点が不明
確となるおそれがあるので, つぎの方法を用いた｡すなわちカバの試料を細断し, その一定
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Table2.AntiswelingeEficiency(A.E.)inthetangential(T)and radial(R)direction,
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